
参考資料２
認定に係る研修実績

研修名 実施方法・内容 年度 回数 受講者

以下の⑴～⑶のすべて実施。４時間以上 元 4 497

30 3 565

29 2 411

認定調査員要綱に則り臨時的に単年度運用。国e
ラーニングを使用。 4 通年 699

3 通年 642

2 通年 572

4 2 1234

2 2 196

元 4 430

30 4 533

29 4 459

次の⑴～⑻実施。３時間以上 4 1 111

3 1 260

元 4 385

30 2 194

29 2 409

4 1 980

3 1 468

30 3 561

29 3 647

認定調査員研修（新規）

認定調査員研修（新規）臨時的

認定調査員研修（現任）
上記、⑶を含む必要な項目を実施。時間は特に定
めず必要に応じ実施

介護認定審査会委員研修（新規）

⑴要介護認定等に関する基本的な考え方、⑵認定
調査の実施方法、⑶事例検討

⑴要介護認定関係制度論及び介護認定審査会委
員の基本姿勢、⑵要介護認定等基準の考え方、⑶
介護認定審査会の手順、⑷事例検討、⑸効率的な
運営の検討、⑹都道府県内等情勢の分析、⑺平準
化に資する方策の検討、⑻その他

⑴認定調査員テキスト2009、
⑵厚生労働省要介護認定適正化事業ＨＰ研修動画
①「認定調査の基本的な考え方」講義動画、②「介
護認定審査会の手順と特記事項の書き方」解説動
画、
⑶認定調査員向けｅラーニングシステム

上記の項目、必要に応じて実施。時間は特に定め
ず必要に応じ実施

介護認定審査会委員研修（現任）



参考資料２
認定に係る研修実績

研修名 実施方法・内容 年度 回数 受講者

次の⑴～⑻実施。３時間以上 4 1 87

3 1 99

元 3 205

30 3 204

29 3 206

開催の都度、研修計画・内容を決定 3 1 67
元 1 78
30 1 106
29 1 125

4 26 613

3 31 1092

2 10 179

元 24 438

30 41 671

29 47 844

⑴要介護認定関係制度論及び介護認定審査会の
適正な運営、⑵要介護認定等基準の考え方、⑶介
護認定審査会の手順及び介護認定審査会への関
与、⑷認定調査の実施方法、⑸事例検討、⑹都道
府県内等情勢の分析、⑺適正化及び平準化に資す
る方策の検討、⑻その他

次の⑴～⑻について、原則、講義方式により実施。
なお、⑴～⑸を必須とし、⑹～⑻を必要に応じて行
う。

⑴介護保険制度における主治医の役割、⑵要介護
認定等の仕組みと基準、⑶介護認定審査会におけ
る審査判定の方法、⑷主治医意見書の具体的な記
載方法、⑸特定疾病の診断、⑹実際の主治医意見
書記載例に関する事例検討、⑺介護保険制度及び
高齢者等に対する一般施策として利用できるサー
ビスの概要、⑻その他都道府県等が主治医意見書
記載にあたって必要と認める事項

元年度の研修内容は
⑴要介護認定の適正化、⑵認定調査員の育成に
向けて、⑶模擬審査会等

介護認定適正化研修

認定調査員指導員研修

主治医研修（都医委託）



調査員新規研修カリキュラム対比表

コロナ前（集合研修）　５時間５分 コロナ禍（臨時的取扱い）　想定６時間３３分５０秒

１．要介護認定に関する基本的な考え方（６０分）都職員（元年度、以下同じ） １．認定調査員テキストの各自読込み（想定１６５分）

　　⑴要介護認定の概要（３０分） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※１ページ１分換算

　　⑵評価軸から見た調査項目（３０分）

　【認定調査員テキスト等による認定調査項目の解説・理解】 ２．厚生労働省要介護認定適正化事業HP研修動画（１７６分５０秒）

２．アポイントの取り方と認定調査項目の解説（１群）（８０分）青野講師 　⑴認定調査の基本的な考え方（８４分５０秒）岩名講師

３．認定調査項目の解説（２群～５群、特別な医療、自立度）（１２５分）青野講師 　　➀基本原則（２５分１秒）

　＜認定調査員の役割＞ 　　➁能力の項目（１７分３０秒）

　　➀正確な選択肢の選択と特記事項　＝　正確な調査 　　➂介助の方法の項目（２４分３１秒）

　　➁伝わりやすい特記事項 　　➃有無の項目（１７分４４秒）

　　⇒一連の行為を『５Ｗ１Ｈ』で確認、“聞き洩らし”が減り自然に理解できる。 　⑵介護認定審査会の手順と特記事項の書き方（２０分１０秒）動画演者

　　　特記事項に記載すべき内容が導かれる。 　⑶eラーニングに収蔵されている動画（７１分５０秒）ナレーション

　参考　「2-6排便」　病院調査、看護師への聞き取り例ほか 　　➀認定調査の基本的考え方⑴（８分２５秒）

　確認ポイント　調査項目のポイント確認（空欄穴埋め） 　　➁認定調査の基本的考え方⑵（１２分９秒）

　　➂能力で評価する調査項目（９分１２秒）

　　➃介助の方法で評価する調査項目（１４分５９秒）

　　➄有無で評価する調査項目（９分３０秒）

　　➅平成２７年度重点講座（１７分３５分）

４．介護認定審査会における特記事項の活用方法（４０分）都職員 ３．認定調査員向けeラーニングシステム（想定５２分）

　⑴介護認定審査会の流れ（DVD視聴含む） 　⑴初回アンケート（想定２分）※１問約１０秒換算

　⑵特記事項の記載ポイント 　⑵全国テスト１３（想定３０分）※１問１分換算

　⑶eラーニングの紹介等 　⑶初学者問題集（想定２０分）※１問１分換算
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